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株式会社キャスター



テレワークの取組概要

企業/団体名

事業内容

設立

従業員数

所在地

資本金

企業/団体概要

0

株式会社キャスター

リモートアシスタントを       
はじめとした人材事業運営

2014年9月

836人

東京都

1億9,061万円

• テレワーク導入の経緯
  「リモートワークを当たり前にする」

• テレワークの実施状況
  対象人数  ： 825名
  対象者の割合 ： 98.7%
  実施率   ： 100%
  実施頻度  ： 全営業日

• 利用したテレワークツール
  Slack、Google Meet 他

• 自社のテレワークの特徴
 フルリモートワーク※

※ フルリモートとは1日も出社しない完全なリモートワーク形態のことであり、2024年8月末時点で、重要書類・備品管理に必要な人員を除き、従業員（臨時従業員含む）の98.7％がフルリモートで勤務しています。



テレワーク活用による効果
導入・活用時の課題と対応策

5,000社以上

1

約2,000名 /月

（正社員・契約社員・派遣社員の合計値、2021年9月〜2022

年8月の1ヶ月あたりの平均値）

テレワーク活用による効果

圧倒的な応募者数

• 完全テレワークにより世界・日本
全国から優秀な人材を採用

• 従業員800名以上を東京水準
賃金で雇用

（複数サービス利用企業の重複を含む延べ数）

課題

右肩上がりにクライアント増加！

クライアント数増加による
生産管理が課題に

対策

独自の生産管理システム開発

作業者の業務プロセス全体を
トラッキング
• プロセスの可視化
• 成果の可視化
→適切なマッチングにつなげ、

 質の高いサービス提供

累計導入社数



テレワーク導入・活用の成功要因とアドバイス

2

フルリモートワーク

完全出社かフルリモートかの2択で考える
そのリモートワークの方針決定を経営の最優先事項に

ハイブリッドワークは、情報格差（不公平）が生まれやすい
公平な環境を作ることが行動・意思決定において重要

トライアル段階なら福利厚生として試行するのが良い



株式会社山岸製作所



Off ice Design seminar.

株式会社 山岸製作所
山岸晋作

テレワークトップランナー２０２４
総務大臣賞



1

株式会社山岸製作所企業/団体名

石川県金沢市小金町3-31所在地

昭和11年2月（88年目）創 業

29名 資本金37,000千円従業員・資本金

オフィス家具の販売
家具インテリアの販売

事業内容

テレワーク状況 店頭接客・配送員以外全て
実施率：100％
頻度：概ね週3～4回程度

企業/団体概要

大雪で出社できなくなったことがきっかけ
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赤字体質から回復期へ

生産性の低下

離れたコミュニケーション

工場閉鎖

テレワーク導入

業績は10年で3倍に成長

営業DX開始

テレワーク活用による効果、導入・活用時の課題と対応策

テレワークデイズ
２０１８

テレワークデイズ
２０１９

コンサル業務開始

課題 対策

働き方を見せる来店型の自社オフィス

デジタル化、ルーター、モバイルモニター貸与

バーチャルオフィスの活用

転勤でもフルリモートで勤務継続

採用はゼロから年間５０件へ



Copyright 2023 YAMAGISHI.Inc. All Rights Reserved.

主体性を育むにはまずは信頼する
ツール（評価制度やデジタル化）から入らない

心から信頼できるかを問う 作用と反作用

3

１．自分が楽しみ社員を心から信頼する

テレワーク導入・活用の成功要因とアドバイス

２．テレワークの価値を気づく仕組み

テレワークをブランド化する
１．テレワークの実践

２．テレワークの発信

３．その姿に脚光を浴びる（メディアや採用）



ＴＲＩＰＯＲＴ株式会社



テレワークの取組概要

企業/団体名

事業内容

設立

従業員数

所在地

資本金

企業/団体概要

0

ＴＲＩＰＯＲＴ株式会社
（トライポート）

ITソリューションの開発販売
経営・労務コンサルティング

２０１４年７月１日
（第１１期目）

２３人

東京都新宿区新宿7丁目26-7 

ビクセル新宿1F

10,000,000円

２、テレワークの実施状況

１、テレワーク導入の経緯

３、利用しているテレワークツール

４、TRIPORTのテレワークという「働き方」の特徴

原則、全社員「全日テレワーク勤務」

・oVice（バーチャルオフィス）
・chatwork / slack 等（ビジネスチャット）
・zoom Phone（クラウド電話サービス）
・atena（クラウド郵便）

１、日々の社内業務だけでなく、採用・教育・営業など、あらゆる業務をオンラインで対応

２、テレワークをベースにしながらも、対面でのコミュニケーションを重視した社内制度を構築

３、「ITツール ×生成AI」等の組み合わせによるテレワーク環境の効率化

・クラウドサイン（電子契約締結サービス）
・マネーフォワード（基幹業務系SaaS）
・ kintone（顧客管理システム）
・GoogleWorkspace（プラットフォーム）

オフィス賃料・交通費等の

経費削減のため

創業期 拡大期

知名度も資金力も乏しいが

優秀な人材を獲得するため

（補足）
※月１回、東京で集まる「全体出社制度」あり（任意参加）
※その他、地方圏ごとに集まる「エリア別出社制度」あり（任意参加）



テレワーク活用による効果
導入・活用時の課題と対応
策

「誰から・誰宛て」の「どのような」問い合わせなのか
都度、人による確認や転送・伝言が煩雑だった

課題

「架電内容の要約」と「誰から誰宛ての電話か」を
チャットで担当者に自動通知する仕組みを構築

対策

テレワーク活用による効果、導入・活用時の課題と対応策

「会社の代表電話対応」をITによって自動化事例



テレワーク導入・活用の成功要因とアド
バイス

例えば、超高齢化社会においては、
「介護」や「育児」をしながら働くニーズは大きい

「社会課題」と「トレンド」

「世の中が求める働き方」を実現するために、
「テレワーク」という働き方が必要だったという論理展開で思考する

「成功要因」と「アドバイス」

テレワーク導入・活用の成功要因とアドバイス

「テレワーク」は「社会課題を解決するための１方法論」でしかない意識が重要重要


	受賞団体取組発表資料（株式会社キャスター).pdf
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2

	受賞団体取組発表資料（山岸製作所）.pdf
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

	受賞団体取組発表資料（TRIPORT株式会社）.pdf
	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2

	midasi総務省「テレワークトップランナー 2024　総務大臣賞」.pdf
	スライド 1: 総務省 「テレワークトップランナー 2024 総務大臣賞」 受賞者取組事例
	スライド 2: 株式会社キャスター
	スライド 3: 株式会社山岸製作所
	スライド 4: ＴＲＩＰＯＲＴ株式会社


